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不妊女性に寄り添うケア

Ⅰ はじめに（研究動機）
文献によると「不妊治療が長期間にわたると悲嘆、劣等
感、葛藤、猜疑心等の否定的な感情が高まり、それに加
えて身体的な痛みや恐怖も与えられる。治療期間が長期
化するほどストレス度が上がる」と、あった。不妊治療を
行ってもなかなか子どもを授れずに悩んでいる女性に対
して看護師としてどのようなケアを行うべきか知りたいと
思った。

Ⅱ 研究目的および調査方法
１．目的：不妊治療を体験し最終的に子どもを得られな
かった女性の語りから、不妊女性に寄り添うケアにつ
いて考察する。

２．対象：治療を経験した女性2名
３．方法：半構成的面接法（インタビュー調査）を実施、イ
ンタビュー内容は録音し、その後逐語記録に起こし各時
期の思いについてまとめた。
４．調査内容：現在の年齢、治療開始および終結年齢、治
療期間、主な治療経過、通院した医療施設数、治療開
始の動機、治療への思い、治療終結時の思い、治療中
うれしかったこと、辛かったこと、医療者に望むことこと、
とした。
５．倫理的配慮：調査の目的を説明し、インタビューによっ
て得られた情報は今回のゼミ活動以外には活用せず、
調査対象者が特定されないようにまとめることについて
説明し、同意を得て行った。また、COVID-19感染予防
のため、インタビューは全てリモートで実施した。

３）治療中うれしかったこと

Ⅲ 結果・考察
インタビュー時間は平均46分、総逐語文字数は32,402字
だった。

２）不妊治療の動機・治療への思い、治療終結時の思い

４）治療中辛かったこと

５）医療者に希むこと

１）対象者の背景

治療中においては、「情報不足」や「配慮不足」を、治療
終結時において、「不妊治療は信用できない」「もう１回や
ればできたかもしれない」という思いを持っていた。様々
な感情の整理にはさらに時間を要することがわかる。上
記の結果から「不妊女性に寄り添うケア」には、治療開始
時から、以下のかかわりが看護師として必要であると考
えた。
・不妊に関する専門的知識や技術をアップデートする
・見通しを持って治療に臨めるよう、事前に治療のスケ
ジュールを示し、自己決定を支援する。
・治療や検査時にはプライバシー保護に努め、治療・服
薬の説明を丁寧に実施する。
・疑問に思ったことが聞けるよう医師とのパイプ役となっ
たり、女性の気持ちを共有する態度や、辛さを表出でき
るよう話しやすい雰囲気や環境づくりを行う。
・周囲の人との関係調整（パートナーや親・友人関係、不
妊仲間）や付き合いについて、事前に情報提供を行う。

周囲の人には、妊娠してもしなくても変わらない関係で
いてほしいこと、アドバイスなどせず見守る姿勢を求めて
いた。一方、不妊治療を行う仲間は情報共有やロールモ
デルとして力強い存在となる一方で、妊娠の有無や子が
いる・いないで分断することもあった。また、パートナーに
おいては、理解が少ないとストレスはより増大し、理解が
あるとストレスを軽減する傾向にあった。


